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　県民総ぐるみの運動で昭和 48 年 11 月に整備計画が決定

されてから 40 年が経過した北陸新幹線若狭ルート。

　平成 24 年 6 月に金沢・敦賀間の着工が認可され、新幹

線のレールがすぐそこまでやってきている今、具体的な決定

がないまま現在に至っている敦賀以西ルートの早期決定と公

表が望まれています。

　本市をはじめ嶺南地域の発展に欠かすことのできない若狭

ルートの実現。北陸新幹線若狭ルートの実現にかける熱い思

い、未来を担う子どもたちの夢などを紹介します。
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若狭にひかりを！
〜北陸新幹線若狭ルートの
　早期実現を目指して〜

先
人
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力
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勝
ち
取
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若
狭
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ー
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北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
の
実
現
に
向

け
た
運
動
は
、
北
陸
新
幹
線
の
整
備
計
画

策
定
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、
昭
和
47
年
8
月
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嶺
南
2

市
6
町
村
が
若
狭
乗
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入
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す
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め
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を
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立
。
こ
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以
後
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若
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ル
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ト
の
決
定
に
向
け
て
活
発
な
運
動

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
で
は
若
狭
ル
ー
ト
実
現
の
た

め
早
く
か
ら
県
民
総
ぐ
る
み
の
意
思
を
明

確
に
し
て
関
係
方
面
に
強
く
働
き
掛
け
、

昭
和
48
年
6
月
に
は
「
福
井
県
北
陸
新
幹

線
建
設
促
進
同
盟
会
」
を
設
立
し
、
若
狭

ル
ー
ト
実
現
と
北
陸
新
幹
線
早
期
建
設
の

運
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
実

を
結
び
、
同
年
11
月
、
運
輸
大
臣
（
当
時
）

が
、全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
に
基
づ
き
、

小
浜
市
付
近
を
主
要
な
経
過
地
と
す
る
北

陸
新
幹
線
の
整
備
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
当
初
、
昭
和
54
年
の
開
業
を

目
標
と
し
て
い
た
整
備
新
幹
線
は
、
経
済

の
低
成
長
に
伴
う
財
政
難
な
ど
の
た
め
計

画
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
現
在
ま
で
「
若

狭
ル
ー
ト
」
の
具
体
化
に
は
至
っ
て
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ま

せ
ん
。
こ
の
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、
昭
和
61
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10
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に
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駅
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置
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盟
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上
中
以
西
5
市
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村
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。
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北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
建
設
促
進
同

盟
会
」
と
同
調
し
て
、
駅
設
置
に
向
け
て

の
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

活
動
休
止
。
そ
し
て
活
動
再
開
へ

　
そ
の
後
、
敦
賀
ま
で
の
早
期
着
工
が
敦

賀
以
西
の
整
備
促
進
に
つ
な
が
る
と
い
う

判
断
か
ら
、
敦
賀
ま
で
の
着
工
認
可
を
最

優
先
さ
せ
る
た
め
、
平
成
13
年
度
以
降
は

両
同
盟
会
の
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
活
動
休
止
か
ら
11
年
が
経
過
し
た
平
成

24
年
6
月
、
金
沢
・
敦
賀
間
の
着
工
が
認

可
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
平
成
25
年
3
月

に
嶺
南
6
市
町
で
構
成
す
る
「
北
陸
新
幹

線
若
狭
ル
ー
ト
建
設
促
進
同
盟
会
」
の
活

動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

北陸新幹線の新型車両E7(W7) 系

昭和 48 年の新聞記事のコラージュ

若狭ルート
☞

想定される敦賀以西の 3 つのルート案 
昨年の総決起大会
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新
幹
線
が
来
る
と
観
光
交
流
人
口
の
拡

大
の
み
な
ら
ず
、
小
浜
の
ま
ち
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
九
州
新
幹
線
が
開
通
し
た
鹿
児

島
の
ま
ち
は
、
日
本
の
中
で
そ
の
存
在
感
が

飛
躍
的
に
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
大

阪
へ
30
分
足
ら
ず
で
行
け
る
こ
と
で
、
通

勤
に
利
用
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
県
外
へ
出

て
行
く
小
浜
の
若
者
が
少
な
く
な
り
、
少
子

化
対
策
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
勝
ち
取
っ
た
若
狭
ル
ー
ト
、

決
し
て
夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
11

年
先
、
２
０
２
５
年
の
東
京
駅
の
ホ
ー
ム
に

止
ま
っ
て
い
る
新
幹
線
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く

そ
の
車
体
に
は
「
敦
賀
行
き
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
で
す
。
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
夢
を

夢
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
、
こ
の
数

年
が
若
狭
ル
ー
ト
実
現
の「
天
下
分
け
目
の

戦
い
」で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
目
線
で

運
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
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計
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ー
ト
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広
域
連
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に
対
し
、
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ト
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よ
る
建
設
を
提
案
す
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
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。
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ト
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概
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や
九
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海
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新
幹
線
の
新
規
着
工
認
可
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間
の
事
業
完

了
ま
で
整
備
は
難
し
い
と
し
て
い
ま
す
。
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、
県
議
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沿
線
の
各
同
盟
会
、
さ
ら
に
県
内
経
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界

の
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と
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っ
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や
政
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党

に
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。

　
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
昨
年
12
月
10

日
に
開
か
れ
た
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
整
備
計

画
に
お
い
て
、
北
陸
新
幹
線
の
主
要
な
経

過
地
の
一
つ
と
し
て
小
浜
市
付
近
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

小浜商工会議所交通開発委員会
委員長

桂
かつら

田
だ

　定
さだ

樹
き

さん（49 歳・男山）

若狭ルートの実現を目指して〜夢で終わらない小浜の未来〜

若狭ルートのメリットは？
なぜ若狭ルートなの？

平成 25 年 3 月以降の主な活動
25 年 3 月　北陸新幹線若狭ルート建設促進同盟会総会【活動再開】

　　  5 月　北陸新幹線建設促進大会（東京都）

　　  6 月   山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議設立総会
　　　　　　  市長が若狭ルートの実現に支援を要請

　　　　　  市議会が北陸新幹線若狭ルート早期実現特別委員会設置

　　　　　  福井県北陸新幹線建設促進同盟会総会
　　　　　  　敦賀までの早期完成と若狭ルートの早期決定などを求める
　　　　　　　ことを決議

　　　　　  北陸新幹線若狭ルート亀岡・小浜連携推進懇談会（亀岡市役所）
　　　　　　　亀岡・小浜両市長立ち会いのもと、小浜商工会議所から亀
　  　　　　　岡商工会議所に対し、若狭ルート早期実現に向けた連携、
　　　　　 　協力を要請

　　　　　  北陸新幹線若狭ルート建設促進総決起大会（文化会館）
　　　　　　　整備計画どおり小浜市付近を経過地とする駅・ルートの一
　　　　　 　  日も早い公表と大阪までの全線フル規格による整備を政
　　　　　　 府・関係当局に求めることを決議

　　  8 月　市議会と小浜商工会議所との意見交換会

　　10 月　市議会が「北陸新幹線若狭ルート早期整備に関する意見書」 を可決

　　11 月    市議会と亀岡市議会の意見交換会（亀岡市役所）

　　　　　　県選出国会議員との意見交換・中央要請
　　　　　　  市長が知事、県議会、経済界代表などとともに、敦賀まで
　　　　　　 の工期短縮と若狭ルートの早期決定などについて要請

　　12 月   市長と小浜商工会議所交通開発委員会との意見交換会

26 年 2 月　市議会とおおい町議会、若狭町議会との意見交換会

　　　　　  市議会と市老人クラブ連合会、市連合婦人会との意見交換会

北陸新幹線若狭ルート促進同盟会総会
（平成 25 年 3 月 23 日） 

北陸新幹線若狭ルート建設促進
総決起大会　　（平成25年6月23日）

亀岡・小浜連携促進懇談会
（平成 25 年 6 月 20 日）

亀岡市議会・小浜市議会意見交換会
（平成 25 年 11 月 14 日）

若狭の未来を拓く
　先人たちが若狭の未来を拓くという大きな志を持って、多大な努力で勝ち
取った若狭ルート。この志を受け継ぎ、現在、市、市議会、商工会議所や各種
団体など官民一体となって、若狭ルート実現に向けた運動を展開しています。

新大阪への
所要時間短縮効果が最大

若狭ルートは、新大阪に直結するため、湖西ルート
や米原ルートと比べ敦賀・新大阪間の所要時間の
短縮効果が最大。小浜・新大阪間では、現行の約 2
時間 30 分（敦賀経由）から約 2 時間短縮されます。

敦賀・新大阪間所要時間（関西広域連合試算）

現行 若狭ルート 湖西ルート 米原ルート

75 分 33 分 35 分 45 分

※湖西ルート、米原ルートは東海道新幹線への直
　接乗り入れが不透明であるため、それぞれ京都
　や米原で乗り換えが想定され、所要時間は試算
　より更に長くなることが見込まれます。

Point
1

特急路線がなく、車での来訪者が大部分を占める嶺南の各市町
にとって、新幹線によるアクセス・利便性の飛躍的な向上によ
り、観光誘客や交流人口の拡大に絶大な効果が見込まれます。

ちなみに…
　平成 23 年度に全線開業した九州新幹線では、年間
の鉄道需要が開業前の在来線特急に比べ、博多・福岡
間で 38％増、熊本・鹿児島中央間で約 64％増と利用
者が大幅に増加。沿線地域の宿泊数、観光施設の来場
者数、観光消費額なども大幅に増加しています。

新幹線の大量輸送で
観光誘客、交流人口が拡大Point

東海・東南海地震などの発生が危惧される中、若狭ルー
トは災害時などに東海道新幹線の代替機能を果たす完全
二重系統の国土構造が実現でき、国土の強靭化や均衡あ
る発展に大きく役立ちます。

Point
国土の強

きょうじん

靭化と
均衡ある発展に役立つ

2

建設費は、対象経費のうち国が 3 分の 2、県が 3 分
の 1 を負担することとなります。駅の設置が予定
されている本市では、市内建設費のうち駅部と都市
計画区域内の整備費のみを対象に、県負担分の 10
分の 1 を負担することになります。市負担分の 9 割
を借り入れで賄うことができ、その返済に対しては、
交付税で軽減措置が受けられることから、市として
の実質の負担は大きなものとなりません。

Point
建設費の
財政負担は大きくない

3 新幹線の鉄道施設に係る固定資産税が見込まれ、数年で
建設費負担を上回る規模の税収を得ることができます。
駅の設置がない嶺南の沿線各町では建設に対する負担が
なく、固定資産税収入が得られます。

Point
税収の増で
財政面のメリットも大きい

4

5
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小浜商工会議所会頭賞　「海の幸 小浜」

山
やま

田
だ

　玲
れい

菜
な

さん（12 歳・多田）の作品

審査員特別賞　「E7 系と小浜線」

井
いの

上
うえ

　楓
ふう

太
た

くん（11 歳・雲浜一丁目）の作品

みんなの夢をのせて

　将来、新幹線を実際に利用することになる
子どもたちに、新幹線が切り拓くまちの未来
と夢を描いてもらった、「若狭を走る新幹線
〜みんなの夢をのせて〜絵画コンクール」（若
狭青年会議所主催）。嶺南地域の小学生から
649 点の作品の応募があり、新幹線が通って
にぎやかで笑顔があふれるまちの様子など、
いろいろな夢や希望が描かれました。このう
ち、最優秀賞に選ばれた芝田郁香さんに作品
に描いた夢などについて話を聞きました。

芝
しば

田
た

　郁
ふみ

香
か

さん

（12歳・山王前二丁目）の作品

最優秀賞　

「新幹線がやって来た！」

　

鵜
の
瀬
や
国
宝
の
文
化
財
、

海
水
浴
、
若
狭
ふ
ぐ
や
く
ず
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
、
小
浜
に
興
味
が
あ
っ

た
人
た
ち
が
、
新
幹
線
に
乗
っ
て

来
て
、
小
浜
に
着
い
て
う
れ
し
そ

う
な
様
子
。
ま
た
、
そ
の
人
た
ち

を
迎
え
る
小
浜
の
人
た
ち
も
、
た
く

さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
っ
て
、

景
気
が
良
く
な
っ
て
、
う
れ
し
そ
う

な
様
子
を
描
き
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
住
む
美
し
い
自

然
や
景
観
を
残
し
た
ま
ま
、
た
く
さ

ん
の
観
光
客
に
新
幹
線
で
来
て
も

ら
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

森
もり

本
もと

　悠
ゆ

里
り

さん（28 歳・甲ヶ崎）

　私たちの先人が、若狭ルートの早期実現に小浜の未来の夢を抱き、さまざまな活動が行われてきた
こと。また、未来の小浜を担う子どもたちが描いた夢の絵の中で、笑顔あふれる人々の中にある新幹線。
　最後に現代の小浜で、まちの活性化に取り組む若者に北陸新幹線若狭ルートについて率直な意見を
伺いました。

若狭ルートを子や孫の世代へ
　
国
は
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
、
平
成

37
年
度
と
さ
れ
る
敦
賀
ま
で
の
開
業
で

概
成
と
し
て
お
り
、
敦
賀
以
西
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
平
成
47
年
度
と
さ
れ
る

北
海
道
新
幹
線
の
完
成
後
に
整
備
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
陸
新
幹

線
の
整
備
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
敦
賀
ま
で
の
完
成
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
大
阪
ま
で
フ
ル
規
格
で
つ
な
ぐ

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
北
陸
新
幹
線
が
当
初
の
目
的
地
ま
で

　
早
期
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

　
で
整
備
さ
れ
て
き
た
地
域
も
含
め
、

　
沿
線
地
域
全
体
に
と
っ
て
大
変
重

　
要
で
す

　
　
　
　
　
　
↓

・
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
沿

　
線
地
域
の
要
望
を
受
け
、
着
工
認
可

　
区
間
の
工
期
短
縮
に
向
け
た
整
備
手

　
法
の
見
直
し
を
政
府
に
求
め
て
い

　
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
か
ら
、
平
成

　
26
年
度
末
の
金
沢
開
業
後
、
10
年
か

　
か
ら
ず
に
敦
賀
ま
で
整
備
さ
れ
る
こ

　
と
も
期
待
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
↓

・
敦
賀
開
業
後
で
き
る
だ
け
早
く
大
阪

　
ま
で
フ
ル
規
格
で
つ
な
ぐ
た
め
に
、

　
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
具
体
的
な
ル
ー

　
ト
が
公
表
さ
れ
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

　
ト
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
進

　
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
若
狭
ル
ー

　
ト
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
さ
に
今
、
全

　
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
私
た
ち
の
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
整

備
計
画
に
若
狭
ル
ー
ト
を
勝
ち
取
っ
て

い
た
だ
き
、
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

敦
賀
ま
で
の
工
事
が
始
ま
り
、
新
幹
線

の
レ
ー
ル
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き

て
い
る
今
、
嶺
南
地
域
の
発
展
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
北
陸
新
幹
線
若
狭

ル
ー
ト
を
確
実
な
も
の
と
し
て
、
子
や

孫
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私
た
ち

の
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
機
運
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
県
や
市
議
会
、
商
工
会
議
所
な

ど
関
係
団
体
と
一
丸
と
な
っ
て
、
国
や

関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
若
狭
ル
ー
ト

を
勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

若者も参加して若狭ルートの実現を

　
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
狭
ル
ー
ト
が
実
現
す
れ
ば
、

小
浜
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
々
で
観
光
の
お
客

さ
ん
は
大
幅
に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

も
っ
と
小
浜
を
P 

R 

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
浜
に
し
か
な
い
「
食
」
や

「
自
然
」、「
古
い
町
並
み
」
な
ど
小
浜
の
い
い
と
こ

ろ
を
生
か
し
て
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
県
外
の
人
々
の
若
狭
ル
ー
ト
へ
の
応
援
を

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
若
狭
ル
ー
ト
の
実
現
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
将
来
の
世
代
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
が
自
分
た
ち
の
責
任
だ
と
思
い
ま

す
。
S 

N 

S 

な
ど
の
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
広
く

情
報
発
信
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
、
私
た
ち
も

運
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

AKB48 の「恋するフォーチュ
ンクッキー」の小浜バージョン
の動画制作に取り組む“恋チュ
ン小浜制作組”リーダー

小浜市長
松崎晃治


